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1. はじめに
近年，社会の高齢化が進んだことにより，高齢者の人
口が急速に増加している．また，高齢者の一人暮らしも
増えている．高齢者は健康状態が悪くなりやすく，健康
状態の悪化した高齢者には家族の介護が必要になる．そ
の中で問題とされるのが，家族が高齢者の介護をするた
めに，高齢者の家族の生活の負担が大きくなることであ
る．高齢者の家族の負担を軽減するには，高齢者が要介
護状態になることを防がなければならない．そのために，
高齢者の健康状態を維持できる環境が必要になる．
本研究では，高齢者の健康状態悪化の原因の一つは，
生活意欲の低下であることに着目する．高齢者の日常生
活の中で生活意欲が強く反映される行動における接触物
体や場所を分析する．分析を通して高齢者の生活意欲の
低下の兆候を早期に発見し，家族や医師が高齢者に適切
なアドバイスを送ることで，高齢者の健康状態を維持で
きる環境を構築する．

2. 生活意欲の低下による健康状態の悪化
2.1 生活意欲と健康状態
本研究では，高齢者の生活意欲に焦点を当てる．食欲
低下から不健康な状態に陥りやすい，活動量低下から筋
力が弱まる，何かを考える機会が減少することから痴呆
に繋がるなどの例から，生活意欲の低下は健康状態の悪
化に繋がることがわかる．
高齢者の健康状態が悪化してしまう前に生活意欲の低
下の兆候を早期に発見し，家族が高齢者に適切なサポー
トやアドバイスをすることが望ましい．

2.2 既存研究
知的空間において，高齢者の健康管理及び身体異常時
における早期介護・保護を可能にするシステムが研究さ
れている [1][2]．また，小型センサを装着した独居老人
の脈波・呼吸による体動の継続時間を観測することで，
転倒や突然の身体異常を検知し，介護者，消防署あるい
は病院に通報を行うシステムも研究されている [3]．し
かしこれらのシステムは健康状態が悪化した後に，介護
者に通知するものであり，健康状態の悪化を予防するこ
とはできない．

3. 日常行動からの生活意欲推定
3.1 家族による見守りと医師による診断
本論文では，高齢者の健康状態の悪化を予防するため，
生活意欲の低下を早期に発見・防止するための支援システ
ムを提案する．生活意欲の低下を発見するには，高齢者
の家族が定期的にその高齢者の日常行動を観察すること
が必要である．生活意欲の低下は，生活意欲が強く反映
される日常行動に注目し，それらにおける物体への接触
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図 1: 手法の全体像
回数と対象物体の種類，行動の時間帯と時間長に関する
特徴を観察することで発見できると考える．図 1に，生
活意欲低下の発見の流れを示す．まず，高齢者の日々の
生活における物体接触履歴を記録する．高齢者の物体接
触履歴をグラフ化し，生活意欲が強く反映される行動に
関する特徴を抽出して，別の場所で生活している高齢者
の家族が所有する端末に表示する．本研究ではこの端末
をみまもり端末と呼ぶ．高齢者の家族は表示されたデー
タを観察し，生活意欲が強く反映される行動に関する特
徴から，高齢者はいつ，どの日常行動をとっていたかを
判断する．ここで，システムは接触物体から高齢者の行
動を推定した結果を示すが，最終的な判断は高齢者の家
族が行う．高齢者の家族は，定期的に観察することで，
その高齢者の生活意欲を明確に認識しているという安心
感を得られる．高齢者の家族が日常行動をみまもり端末
に入力すると、みまもり端末は高齢者の生活意欲が低下
しているかを判定する．生活意欲の低下の兆候が見られ
た場合，みまもり端末は警告を表示したり，医者や専門
家に診断を要請する．診断要請を受けた医者，専門家は
抽出された特徴をもとに診断結果，意見を家族に返す．

3.2 高齢者の物体接触履歴の収集
本研究では，高齢者の家の中のすべての物体にパッシ

ブ型の RFID タグが組み込まれた環境を想定する．タ
グには物体を一意に特定できる IDが書き込まれている．
そして，高齢者は両手に腕輪型のウェアラブルリーダを
装着する．これにより，高齢者が行動しながら接触した
物体の履歴を収集できる．また，赤外線センサを用いて，
物体に接触した場所の履歴も収集する．

3.3 生活意欲判定行動
生活意欲判定行動とは，生活意欲が低下しているか否

かを判断するために用いられる日常行動を指す．本シス
テムでは，複数の生活意欲判定行動があらかじめ規定さ
れている．生活意欲判定行動の例として洗い物の行動を
挙げる．洗い物の頻度が日々の生活を通して低下してき
ていれば，生活意欲が低下している疑いがある．調理の
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例では，調理の時間長が短くなったり，調理中に使用す
る調理道具の種類が少なくなっていれば，調理手順，行
程など，調理の内容が乏しくなってきているため，生活
意欲が低下している疑いがある．
家族は生活意欲の判定に使用する生活意欲判定行動を，
高齢者の日常の生活習慣にあわせて任意に選択する．

4. みまもり端末
4.1 高齢者の物体接触履歴の表示
本研究では，高齢者の毎日の物体接触履歴を記録し，
それをみまもり端末上にグラフ表示したものを高齢者の
家族が定期的に見ることを想定している．図 2はグラフ
のイメージを表している．グラフでは，物体接触履歴,
その時間にいた場所，物体に関連する行動の種類を時間
軸に沿って確認できるように，高齢者の家族に見やすく
表示する．表 1に示すように，物体と行動の種類は，あ
らかじめシステムによって関連付けられている．みまも
り端末には，生活意欲判定行動名ごとのボタンが画面上
に表示されている．ボタンを押すと，ボタンの持つ生活
意欲判定行動名に関連するグラフ上の点の色が変わる機
能を持つ．この機能により，高齢者の家族は，その高齢
者が，いつ，どの生活意欲判定行動をとっているかを判
断することが容易になる．
家族は高齢者の詳細な行動の内容を知ることで生活意
欲低下の兆候を見つけることができる．例として掃除の
場合を挙げる．ある高齢者が掃除をするときに,普段は掃
除機をかけてから雑巾がけをするとする．ゆえに普段は
グラフ上にバケツに接触したことが示されていた．とこ
ろが，その高齢者はある日を境に雑巾がけをしなくなっ
た．このとき，家族はグラフ上からバケツの接触を示す
プロットが無くなっていることから，掃除の内容が乏し
くなった兆候に気づくため，高齢者に何らかの働きかけ
を行える．

4.2 収集データを用いた統計・判定
高齢者の家族が物体接触履歴から生活意欲の低下をよ
り発見しやすくするために，行動の内容が乏しくなって
いるかどうかみまもり端末が自動的に判定する．判断基
準として，生活意欲判定行動における各物体への接触回
数と対象物体の種類，行動の時間長，時間帯を用いる．
具体的な判断基準は，高齢者ごとに，実際の物体接触履
歴をもとに決定する

図 2: グラフのイメージ

表 1: 行動と物体の関連性

行動 物体
調理 調理道具 (包丁，まな板など)，コンロ，蛇口，

冷蔵庫，電子レンジ…
食事 食器，テーブル，椅子，スプーン，ナイフ，

フォーク，箸…
洗い物 調理道具，食器，蛇口，洗剤…
掃除 掃除機，ほうき，ちりとり，バケツ，モップ…
洗濯 洗濯機，洗剤，ハンガー，洗濯籠…

以下に掃除を例に挙げて生活意欲判定行動における判
断基準の決定手順を示す．まず，家族が高齢者の物体接
触履歴をグラフで確認するさいに，高齢者が掃除をして
いたと思われる時間帯の開始時間と終了時間を物体接触
履歴から推定してもらう．これを繰り返し，たとえば 1ヶ
月間の掃除のさいの接触物体の回数と種類，掃除にかけ
た時間長，掃除をした時間帯に関するデータが蓄積され
る．蓄積されたデータを統計して，各物体への接触回数
の平均値，物体の種類数の平均値，掃除の時間長の平均
値，掃除が行われた時間帯を求め，これらを判断の基準
値とする．判断基準を決定した後は，みまもり端末が自
動的に毎日の物体接触履歴と基準値を比較する．各項目
が基準値を下回っていた場合や，普段通りの時間帯に掃
除を行わなかった場合に，生活意欲が低下しているとみ
なし，家族に警告を出す．判断基準を決定するために，
システムが自動的に開始時間と終了時間を推定すること
も可能であるが，正確な推定を行うために，可能な限り
家族に入力してもらうことが望ましい．

5. 既存研究との比較
既存研究 [1][2]では，掃除のように，行動単位で認識

を行うため，行動の詳細な中身がわからない．これに対
して本システムでは，物体接触履歴から詳細な行動の内
容を把握することができる．そのため 3.3の掃除の例で
も述べたように，生活意欲の低下の発見を支援し，健康
状態の悪化を予防することができる.
6. おわりに
本論文では，一人暮らしする高齢者の健康状態悪化を

予防するために，高齢者の生活意欲低下の発見を支援す
るシステムを提案した．本システムを用いることで，高
齢者の生活意欲低下を早期に発見し，家族が高齢者に適
切なサポートやアドバイスを送ることによって高齢者の
健康状態を維持できる．今後，生活意欲判定に必要な行
動を検討し，本システムの実装，評価を行う予定である．
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